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公開講座 第２部ディスカッション（一部）

Ｑ.女性の性反応では「高原期（プラトー）」で充血などが

起きるとのことだが、男性ではこれにあたるものはある

か

Ａ.（大川）プラトーは興奮が非常に高まった状態である。

男性の場合は、勃起がますます強くなる、陰嚢がペニス

の方に持ち上がるということにあたる。また、男性で特

徴的なのは、射精の少し前に、クーパー腺（カウパー腺）

からの分泌液が尿道を通って出てくるという現象があ

る。この現象には、尿によって酸性に傾いていることが

ある尿道によって、弱いアルカリ性である精液がダメー

ジを受けないように、クーパー腺分泌液が露払いをするというような意味がある。

Ｑ. 女性は男性に比べ、性のことをよく知らない、自分の性器のことを驚くほど知らない」という指摘を聞いたこと

がある。これが性障害の一因や治療の阻害要因になることはあるか またそれは日本に顕著な、文化的な問題で

あるか

Ａ.(大川)性のことは、男性も女性も、自然に覚えるものではなく、教育されなければわからないが、教育は不十分

である。その代わりに、インターネットや友だちなどからの情報に触れることになるが、非常に個人差がある。そ

のような情報も、女性についてのものは少なく、親もあまり教えたがらない。これは女性がセックスをするにあたっ

ては、とても不幸なことである。性機能障害につながることもある。

文化差については、基本的には世界中どこでも同じ。しかし、発展途上国やイスラム諸国は性差別が強く、女性

が虐待されることも多い。先進国の中では、日本は性教育が抑制されている国の１つではある。

Ｑ.阿部先生のお話の中では、日本は非常にセックスレスが多いとのこと。これは確かによく聞くが、これだけ性情

報が大量に流れている中で、どうしてこういうことになっているのか。

Ａ.(阿部)日本の性交回数は、毎年、世界最下位である。セックスレスが非常に増えている一方で、新宿歌舞伎町を

始めとする性産業の興隆は目覚ましく、セックスフルな状況もある。間のほどよいところが少ない。しかし、いざ

結婚してしまうと、性欲低下、性嫌悪症の増加は世界的な流れでもある。それにしても、これだけ日本の性交回数

が少ないことに対しては、私もまだ明確な答えを持って

いない。

(大川)性交回数のワースト１は日本だが、その次はだ

いたい韓国であり、人種的な要因もあるかもしれない。

今年８月に開催されたアジア・オセアニア性科学会では、

シンガポールや香港の研究者たちもセックスレス化が進

んでいると言っていた。

また、日本では欧米と異なり、セックスやスキンシッ

プを楽しむことにあまり価値を置かない文化であること

も関係しているだろう。それから、女性誌のアンケート

等を見ると、女性はもっとセックスを楽しみたいという
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注文・要求が強くなってきているが、これを男性に直接

言うことができない人が多い。セックスの場面でのコ

ミュニケーションはなかなかうまくできておらず、この

こともセックスレス化に拍車をかけているのではない

か。

(石丸)日本の性産業は多様化が進んでいるのが特徴

だと思う。性風俗も、例えばオランダのような短時間で

セックス・射精をさせるというものとは異なり、日本で

はさまざまなニーズに応える業態のサービスが展開され

ている。アダルトビデオも多様なものが生産されている。

このような意味で男性にとっては、生身の妻を相手にせ

ずとも、自分の性的好みにぴったりなサービスやアダルトビデオを容易に手に入れることができ、セックスレスを

加速させているのではないか。

Ｑ.婦人科疾患で、女性の性器のことを考慮して治療方針を決定することは、実際の臨床ではどのくらいあるか 男

性では、例えば勃起機能を温存した形で手術を行うということがあるようだが、女性ではどうか

Ａ.(大川）女性のセックス・性器のことを考慮することは非常に少ない。産婦人科医もほとんど男性であったことも

あり、女性の性は産む性であって、楽しむ性ではないという考え方が蔓延していると思う。骨盤内の手術は、神経

や血管を切るので、女性の性反応に重大な障害が起きる可能性があるが、女性の性反応が男性よりも複雑なことも

あって、オルガズム、潤滑化との関係の詳細は、まだ研究が進んでいない。

Ｑ.女性側が「夫がセックスに応じてくれない」という悩みで来談されていて、夫の方は来るつもりがまったくない

という場合、どうすればいいか。女性側からアプローチできることはあるか

Ａ.(阿部）それが一番困るケース。最終的に妻が「実家に帰ります」というと、夫が重い腰を上げて来院することも

ある。
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